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地
区
割
お
よ
び
整
理
券
発
行

に
よ
り
、
対
応
し
て
い
ま
す
。 

＊
仕
事
な
ど
の
関
係
で
、
地
区
割

の
日
程
で
都
合
の
悪
い
方
は
ご

相
談
願
い
ま
す
。 

日
時
／
４
月
１
日
(金)
か
ら
当
分

の
間
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
も
開
設
） 

＊
整
理
券
配
付
は
午
前
８
時
か

ら 会
場
／
市
役
所
６
階 

６
０
１
、
６
０
２
会
議
室 

主
な
相
談
項
目
／ 

各
種
支
援
制
度
、
応
急
仮
設
住
宅
、

住
宅
応
急
修
理
、
弁
護
士
に
よ
る

相
談
ほ
か 

受
付
区
分
（
地
区
割
り
）
／ 

４
月
１
日
〜
10
日
＝
大
代
一
丁

目
、
大
代
六
丁
目
、
宮
内
地
区
、

栄
地
区
、
町
前
地
区 

４
月
11
日
〜
20
日
＝
大
代
二
丁

目
〜
五
丁
目
、
明
月
地
区
、
八
幡

一
丁
目
、
八
幡
字
地
区 

４
月
21
日
〜
30
日
＝
桜
木
三
丁

目
、
八
幡
二
丁
目 

５
月
１
日
〜
10
日
＝
鶴
ケ
谷
地

区
、
桜
木
一
丁
目
・
二
丁
目
、
八

幡
三
丁
目
・
四
丁
目 

５
月
11
日
以
降
＝
そ
の
ほ
か
の

地
区 

問
／
社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２ 

   

◆
生
活
支
援 

 
 
 
 
 
 
 

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度 

対
象
／
市
内
に
居
住
す
る
世
帯

で
震
災
に
よ
り
、 

①
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯 

②
住
宅
が
大
規
模
半
壊
し
た
世

帯 ③
住
宅
が
半
壊
し
、
住
宅
を
や
む

を
得
ず
解
体
し
た
世
帯 

④
敷
地
に
被
害
を
生
じ
、
そ
の
住

宅
を
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世

帯 基
礎
支
援
金
／
全
壊
：
１
０
０
万

円
、
大
規
模
半
壊
：
50
万
円 

加
算
支
援
金
／
建
設
・
購
入
：
： 

２
０
０
万
円
、
補
修
：
１
０
０
万

円
、
賃
借(

公
営
住
宅
を
除
く
）：

50
万
円 

※
世
帯
人
数
が
１
人
の
場
合
は

お
の
お
の
４
分
の
３
の
額
。 

問
／
社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２ 

■
災
害
弔
慰
金 

災
害
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方

の
ご
遺
族
に
支
給
し
ま
す
。 

支
給
額
／
支
給
を
受
け
る
方
の

生
計
維
持
者
が
死
亡
し
た
場
合 

５
０
０
万
円
、
そ
の
他
の
方
が
死

亡
し
た
場
合
２
５
０
万
円 

受
給
遺
族
／
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母 

問
／
社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２ 

 

   

■
災
害
障
害
見
舞
金 

災
害
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た
方 

の
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
支
給

し
ま
す
。 

支
給
額
／
障
害
を
負
っ
た
方
が

世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た

場
合
２
５
０
万
円
、
そ
の
ほ
か
の

場
合
１
２
５
万
円 

問
／
社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２ 

■
災
害
援
護
資
金
制
度 

世
帯
主
の
方
が
負
傷
し
た
世

帯
や
住
居
・
家
財
に
損
害
を
受
け

た
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
生
活

立
て
直
し
の
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。
被
害
の
状
況
、
所

得
の
状
況
に
よ
り
限
度
額
が
異

な
り
ま
す
。 

限
度
額
／
３
５
０
万
円 

年
利

率
３
％ 

＊
提
出
書
類
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
市
役
所
６
階
総
合
相
談
窓
口

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

問
／
社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
２ 

■
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付 

当
面
の
生
活
費
を
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

限
度
額
／
１
世
帯
に
つ
き
１０
万

円
。
た
だ
し
、
世
帯
員
の
中
で
次

に
該
当
す
る
方
が
い
る
場
合
は
、

２０
万
円
。 

①
死
亡
者
②
要
介
護
者
③
世
帯

員
が
４
人
以
上 

 
被災された皆さまへ 

多賀城市長 菊地健次郎  

 古今未曾有の東日本大震災から一カ月余り、毎日のように繰り返される強い余震、私達を不安と恐怖の中に
押し込め、災禍未だに遠ざかることなく悲嘆に暮れる毎日です。 
 愛する家族を亡くし、思い出多き我が家を失い、仕事をなくし絶望感にさいなまれている市民の方の心中を
お察ししますと心が痛く、胸をかきむしられる思いで一杯であります。 
 今なお、避難所には一千人を超える方々が避難されておりますし、在宅で不安や不便に耐えておられる方々
も数多くおられます。多賀城市では皆さまに一刻も早く平穏な生活を取り戻していただけるよう、仮設住宅や
借り上げ住宅の準備、温泉地などへの一時的な避難もご利用いただけるよう進めております。 
 いずれにしましても、これほどの大津波は想定の域をはるかに超えるものでありました。今後、各関係機関
では、今回の津波被害の検証を踏まえた復興計画の策定に取りかかることになりますが、多賀城市でも市民の
皆さま方に安心して生活や事業を行っていただける新たなまちづくり計画をしっかりと進めてまいります。  

議会は多賀城市の復興に向け、市民と共に頑張ります！ 
多賀城市議会議員一同  

皆さんの必死の努力と友好都市をはじめとする全国からの応援部隊の力が実り、市内には少しずつ復旧の兆

しが見えてきました。とはいえ、多くの方が家族を、家を、職を失い、未だ癒されることのない深い苦しみの

中にあるのも事実です。市民の皆さん、今ほど地域の力、市民の力が求められるときはありません。お互いし

っかりと支え合い、英知を結集し、愛する郷土の復興を目指しましょう！涙をこえて、ともに復興に立ち向か

いましょう！ 
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据
置
期
間
／
貸
付
け
の
日
か
ら

１
年
以
内 

償
還
期
間
／
据
置
期
間
経
過
後

２
年
以
内 

問
／
社
会
福
祉
協
議
会 

３
６
８
・
６
３
０
０ 

■
国
民
年
金
手
帳
の
紛
失
と
保

険
料
の
免
除
等 

 

今
回
の
震
災
に
よ
り
国
民
年

金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
の
手
帳

の
再
発
行
、
保
険
料
免
除
お
よ
び

口
座
振
替
停
止
の
手
続
き
は
、
仙

台
東
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
の

窓
口
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所 

２
５
７
・
６
１
１
５ 

国
保
年
金
課 

内
線
１
２
４ 

■
国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金

の
支
払
い
猶
予
・
免
除
に
つ
い
て 

震
災
で
被
害
を
受
け
た
被
保

険
者
の
方
で
、
住
家
の
全
壊
・
半

壊
・
死
亡
・
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
な
ど
一
定
要
件
に
該
当
し
、
医

療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担
金

を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
当
面
５
月
診
療
分
ま
で
医

療
機
関
の
窓
口
で
申
し
出
を
す

る
こ
と
で
、
支
払
が
猶
予
又
は
免

除
さ
れ
ま
す
。 

 

後
日
、
本
市
よ
り
内
容
確
認
の

た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
条
件
に
該
当
し
な

い
場
合
に
は
、
猶
予
又
は
免
除
を

受
け
た
自
己
負
担
分
を
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

問
／
国
保
年
金
課 

内
線
１
２
４ 

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除 

免
除
の
範
囲
／
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
区
域
内
に
お
い
て
、

半
壊
、
半
焼
、
ま
た
は
床
上
浸
水

の
程
度
の
被
害
を
受
け
た
建
物

の
放
送
受
信
契
約 

免
除
期
間
／
３
月
か
ら
８
月
ま

で
（
６
カ
月
間
） 

免
除
の
適
用
お
よ
び
請
求
延

期
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
に
よ
り
手

続
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
電
話
ま
た
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

問
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
・
１
５
１
５
１
５

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
、

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前
９
時

〜
午
後
８
時
） 

■
自
衛
隊
に
よ
る
入
浴
支
援 

 

被
災
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に
、

入
浴
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
タ
オ
ル
や
せ
っ
け
ん
な
ど
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

場
所
／
多
賀
城
駅
前
（
旧
長
崎
屋

跡
地
） 

日
時
／
当
分
の
間
、
午
前
10
時
〜

午
後
８
時
（
水
曜
日
は
午
後
１
時

〜
午
後
８
時
） 

問
／
災
害
対
策
本
部 

内
線
２
７
１ 

 

■
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

 

家
の
片
づ
け
、
掃
除
、
泥
だ
し
、

家
財
の
運
び
出
し
な
ど
を
お
手

伝
い
し
ま
す
。 

 

現
在
た
く
さ
ん
の
ご
依
頼
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
受
け

付
け
後
す
ぐ
に
活
動
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
活
動
依
頼
に
、

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。 

 

た
だ
し
、
高
所
や
損
傷
の
激
し

い
家
屋
内
で
の
活
動
な
ど
、
危
険

を
伴
う
場
合
は
、
お
断
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
て
い
ま
す
。 

問
／
多
賀
城
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー  

０
８
０
・
５
９
４
９
・
７
５
０

１
〜
７
５
０
３
（
受
け
付
け
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
） 

 

◆
被
災
中
小
企
業
者
支
援 

 
 
 
 
 
 

国
の
被
災
中
小
企
業
者
対
策

と
し
て
、
激
甚
災
害
の
指
定
を
行

い
、
次
の
特
別
措
置
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

■
特
別
相
談
窓
口
の
設
置 

設
置
箇
所
／ 

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
商
工
組
合

中
央
金
庫
、
信
用
保
証
協
会
、
商

工
会
議
所
、
商
工
会
連
合
会
、
中

小
企
業
団
体
中
央
会
、
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
支
部
、
経
済
産
業

局 
 

ま
た
、
１
つ
の
窓
口
で
資
金
繰

り
な
ど
幅
広
く
相
談
が
で
き
る

「
中
小
企
業
電
話
相
談
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
含
む
） 

０
５
７
０
・
０
６
４
・
３
５
０

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分
） 

■
災
害
関
係
保
証
の
発
動 

り
災
証
明
書
を
受
け
た
被
災

中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
信
用
保

証
協
会
は
、
別
枠
で
保
証
し
ま
す
。 

保
証
限
度
額
／
無
担
保
８
千
万

円
、
最
大
２
億
８
千
万
円
（
１
０

０
％
保
証
） 

資
金
使
途
／
事
業
再
建
資
金 

保
証
期
間
・
貸
付
金
利
／
宮
城
県

信
用
保
証
協
会
ま
た
は
金
融
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

＊
り
災
証
明
書
は
、
事
後
（
融
資

実
行
後
を
含
む
）
の
提
出
で
も
可
。 

問
／
宮
城
県
信
用
保
証
協
会 

２
２
５
・
６
４
９
１ 

■
災
害
復
旧
貸
付
の
金
利
引
下

げ 

り
災
証
明
書
を
受
け
た
被
災

中
小
企
業
者
に
対
し
て
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
及
び
商
工
組
合
中

央
金
庫
が
別
枠
で
貸
し
付
け
し

ま
す
。 

貸
付
限
度
額
／
中
小
事
業
者
１

億
５
千
万
円
、
小
規
模
事
業
者
等

３
千
万
円 

資
金
使
途
／
運
転
資
金
ま
た
は

設
備
資
金 

貸
付
金
利
／
中
小
事
業
者 

１
・
75
％
、
小
規
模
事
業
者
等

２
・
25
％ 

（
特
段
の
措
置
と
し
て
貸
付
後

３
年
間
、
借
入
額
の
う
ち
１
千
万

円
を
上
限
と
し
て
０
・
９
％
の
金 

 

利
引
き
下
げ
を
行
い
ま
す
） 

＊
り
災
証
明
書
は
、
事
後
（
融
資

実
行
後
を
含
む
）
の
提
出
で
も
可
。 

問
／
(株)
日
本
政
策
金
融
公
庫 

０
１
２
０
・
１
５
４
・
５
０
５

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫

０
９
８
・
９
４
１
・
１
７
９
５

(株)
商
工
組
合
中
央
金
庫 

０
１
２
０
・
０
７
９
・
３
６
６

■
宮
城
県
の
被
災
中
小
企
業
者

に
対
す
る
金
融
支
援 

資
金
名
／
中
小
企
業
経
営
安
定

資
金
・
災
害
復
旧
対
策
資
金
（
東

日
本
大
震
災
災
害
対
策
枠
） 

対
象
／
震
災
の
被
害
を
受
け
た

中
小
企
業
者
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方 

○
直
接
被
害
（
施
設
や
事
業
用
資

産
の
損
害
な
ど
）
の
場
合
、
市
が

発
行
す
る
り
災
証
明
書
の
交
付

を
受
け
た
方
。 

○
間
接
被
害
（
取
引
先
の
被
災
な

ど
で
最
近
１
カ
月
の
売
上
高
が

前
年
同
月
に
比
べ
て
10
％
以
上

減
少
ま
た
は
減
少
が
見
込
ま
れ

る
方
） 

融
資
限
度
額
／
１
千
万
円  

融
資
利
率
／
年
１
・
０
％
以
内  

償
還
期
間
／
運
転
資
金
10
年
以

内
（
う
ち
据
置
２
年
以
内
）  

償
還
方
法
／
原
則
と
し
て
月
賦
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均
等
返
済  

保
証
人
／
原
則
と
し
て
法
人
代

表
者
以
外
不
要 

担
保
／
取
扱
金
融
機
関
お
よ
び

宮
城
県
信
用
保
証
協
会
所
定  

取
扱
期
間
／
４
月
１
日
〜
９
月

９
日
（
融
資
実
行
分
） 

取
扱
金
融
機
関
／
県
内
の
金
融

機
関 

問
／
宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部

商
工
経
営
支
援
課 

２
１
１
・
２
７
４
４ 

■
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５

号
（
ハ
）
に
よ
る
金
融
支
援 

対
象
／
市
区
町
村
の
認
定
を
受

け
た
中
小
企
業
者 

貸
付
限
度
額
／
無
担
保
８
千
万

円
、
普
通
保
証
２
億
円
、
最
大
２

億
８
千
万
円
（
災
害
関
係
保
証
と

同
枠
） 

保
証
期
間
・
貸
付
金
利
／
宮
城
県

用
保
証
協
会
ま
た
は
金
融
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
／
商
工
観
光
課  

内
線
４
７
１
、
４
７
２ 

宮
城
県
信
用
保
証
協
会 

２
２
５
・
６
４
９
１ 

        

 
 

 

浸
水
被
害
の
あ
っ
た
家
屋
の

全
棟
の
外
観
に
よ
る
被
害
調
査

結
果
に
基
づ
き
、
浸
水
に
よ
る
被

害
を
受
け
た
方
に
対
し
、
４
月
20

日
(水)
か
ら
「
り
災
証
明
書
」
を
発

行
し
ま
す
。 

 
                        

問
／
市
民
課 

内
線
１
４
１ 

  
 損

害
の
程
度
の
認
定 

 
 
 
 
 

り
災
証
明
書
に
お
け
る
「
損
害

の
程
度
」
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

●
共
通
的
事
項 

Ｑ
１ 

り
災
証
明
書
と
は
、
何
に

使
う
も
の
で
す
か
？ 

Ａ
１ 

り
災
証
明
書
と
は
、
住
居

な
ど
の
被
害
を
受
け
た
方
が
各

種
の
支
援
制
度
を
利
用
す
る
場

合
に
、
建
物
の
被
害
の
程
度
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
証
明
書

の
発
行
に
は
、
被
害
状
況
の
調
査

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

Ｑ
２ 

り
災
証
明
書
の
被
害
の

程
度
に
は
、「
全
壊
」「
大
規
模
半

壊
」「
半
壊
」「
一
部
損
壊
」
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
ん
な
基
準
で
決
ま

る
の
で
す
か
？ 

Ａ
２ 

被
害
の
程
度
の
基
準
は
、

内
閣
府
で
定
め
た
「
災
害
に
係
る

住
家
の
被
害
認
定
基
準
運
用
指

針
」
に
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

全
壊
…
住
家
全
部
が
倒
壊
、
流
失

等
し
た
も
の
又
は
住
家
の
損
壊

が
甚
だ
し
く
、
補
修
に
よ
り
元
通

り
に
再
使
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
も
の
（
損
害
割
合
50
％
以
上
） 

大
規
模
半
壊
…
住
家
が
半
壊
し
、

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
の
補

修
を
含
む
大
規
模
な
補
修
を
行

わ
な
け
れ
ば
居
住
す
る
こ
と
が

困
難
な
も
の
（
損
害
割
合
40
％
以

上
50
％
未
満
） 

半
壊
…
損
壊
が
甚
だ
し
い
が
、
補

修
す
れ
ば
再
使
用
で
き
る
程
度

の
も
の
（
損
害
割
合
20
％
以
上

40
％
未
満
） 

一
部
損
壊
…
（
損
害
割
合
20
％
未

満
） 

Ｑ
３ 

ア
パ
ー
ト
や
借
家
に
居

住
し
て
い
て
も
、
り
災
証
明
書
は

発
行
さ
れ
ま
す
か
？ 

Ａ
３ 

被
災
の
日
に
居
住
し
、
建

物
に
被
害
が
あ
れ
ば
、
借
家
人
の

方
に
も
発
行
し
ま
す
。 

Ｑ
４ 

り
災
証
明
書
の
被
害
の

程
度
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
？ 

Ａ
４ 

申
し
出
を
す
れ
ば
、
立
会

い
の
も
と
再
調
査
を
行
い
ま
す
。 

●
津
波
被
害
編 

Ｑ
１ 

内
閣
府
で
は
、
今
回
の
津

波
に
よ
る
被
害
に
対
し
て
、
簡
易

な
認
定
方
法
を
発
表
し
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
？ 

Ａ
１ 

今
回
の
震
災
被
害
が
広

範
囲
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

簡
易
な
認
定
方
法
を
採
用
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
認
定
方
法
で
は
、
天

井
ま
で
浸
水
し
た
場
合
は
「
全

壊
」、
お
お
む
ね
１
メ
ー
ト
ル
以

上
の
床
上
浸
水
の
場
合
は
「
大
規

模
半
壊
」、
１
メ
ー
ト
ル
未
満
の

床
上
浸
水
の
場
合
は
「
半
壊
」
と

い
う
も
の
で
す
。 

Ｑ
２ 

多
賀
城
市
で
も
、
こ
の
内

閣
府
の
簡
素
な
調
査
方
法
を
採

用
す
る
の
で
す
か
？ 

Ａ
２ 

簡
易
な
認
定
方
法
で
は
、

１
メ
ー
ト
ル
以
上
の
浸
水
と
、
１

メ
ー
ト
ル
未
満
の
浸
水
で
は
、
被

害
の
程
度
が
異
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
、
こ
の
簡

易
な
認
定
方
法
を
採
用
せ
ず
、
本

来
の
被
害
認
定
基
準
運
用
指
針

に
基
づ
き
、
各
戸
ご
と
に
損
失
割

合
を
算
出
し
て
、
被
害
の
程
度
を

判
定
い
た
し
ま
す
。 

Ｑ
３ 

今
回
の
津
波
に
よ
る
浸

水
は
、
こ
れ
ま
で
の
降
雨
に
よ
る

浸
水
と
は
違
い
、
復
旧
が
著
し
く

困
難
で
す
が
、
そ
の
点
を
ど
う
判

断
し
て
い
ま
す
か
？ 

Ａ
３ 

今
回
の
津
波
に
よ
る
浸

水
は
、
大
量
の
汚
泥
と
油
混
じ
り

の
海
水
で
あ
る
こ
と
と
、
断
水
に

よ
り
す
ぐ
に
洗
浄
・
清
掃
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
浸
水
し
た

内
壁
、
外
壁
お
よ
び
床
材
は
、
再

使
用
で
き
な
い
も
の
と
判
断
し

て
い
ま
す
。 

Ｑ
４ 

津
波
に
よ
る
被
害
調
査

は
、
住
民
の
立
会
い
を
求
め
ず
、

外
観
か
ら
の
調
査
だ
け
の
よ
う

で
す
が
、
こ
れ
で
は
内
部
の
損
傷

を
見
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の

で
は
？ 

Ａ
４ 

Ａ
３
に
あ
る
よ
う
に
、
浸

水
し
た
内
壁
、
外
壁
等
は
、
浸
水

が
あ
っ
た
こ
と
で
、
再
使
用
で
き

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
害
を
受
け
た
方

り
災
届
出
証

明
書
の
申
請

建
物

り
災
証
明

書
の
申
請

り
災
届
出
証
明
書

の
発
行

（
申
請
窓
口
で
即

調
査
員
に
よ

る
現
地
調
査

り
災
証
明
書
の
発
行

浸
水
被
害
の
あ
っ
た

区
域
は
４
月
2
0
日

か
ら
、
そ
れ
以
外
の

区
域
は
被
害
程
度
を

認
定
後
順
次
発
行

各
種
支
援
制
度
等
へ
の
利
用

動
産
な
ど

被
害
程
度
の

認
定
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な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
浸
水

の
あ
っ
た
内
壁
、
外
壁
な
ど
に
、

さ
ら
に
、
地
震
に
よ
る
亀
裂
や
ガ

レ
キ
の
流
入
に
よ
る
外
傷
が
あ

っ
て
も
、
す
で
に
浸
水
で
最
大
の

損
傷
を
み
て
い
ま
す
の
で
、
損
傷

率
は
同
じ
に
な
り
ま
す
。 

Ｑ
５ 

浸
水
の
深
さ
に
よ
っ
て
、

判
定
結
果
は
異
な
り
ま
す
か
？

具
体
的
な
例
を
示
し
て
く
だ
さ

い
。 

Ａ
５ 

被
害
の
程
度
の
認
定
は
、

そ
の
住
家
の
損
傷
割
合
に
よ
っ

て
判
定
さ
れ
、
そ
の
損
傷
割
合
は
、

家
全
体
に
占
め
る
損
傷
部
分
の

面
積
等
の
割
合
や
損
傷
の
程
度

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
１
階
部
分
の
浸
水
深
が

同
じ
で
も
、
そ
の
建
物
が
平
屋
建

て
の
場
合
と
２
階
建
て
の
場
合

で
は
、
損
傷
割
合
が
異
な
っ
て
き

ま
す
。
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

全
壊
と
判
断
さ
れ
る
場
合
／ 

①
平
屋
建
て
で
、
内
壁
に
浸
水
が

あ
っ
た
場
合 

②
２
階
建
て
（
１
階
と
２
階
の
床

面
積
の
割
合
が
６
対
４
の
場
合
。

以
下
同
じ)

で
、
１
階
の
天
井
ま

で
浸
水
が
あ
っ
た
場
合 

大
規
模
半
壊
と
判
断
さ
れ
る
場

合
／
２
階
建
て
で
、
１
階
の
内
壁

に
浸
水
が
あ
っ
た
場
合 

半
壊
と
判
断
さ
れ
る
場
合
／ 

２
階
建
て
で
、
１
階
の
床
面
に
浸

水
が
あ
っ
た
が
、
内
壁
ま
で
に
達

し
て
い
な
い
場
合 

一
部
損
壊
と
判
断
さ
れ
る
場
合
／

床
下
浸
水
の
場
合 

＊
１
階
と
２
階
の
床
面
積
の
割

合
が
事
例
と
異
な
る
場
合
に
は
、

異
な
る
認
定
結
果
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

                           

                                   

                                   

                                   

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
次
の
計
算
の
も

と
、
損
害
の
程
度
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
地
震
被
害
編 

Ｑ
１ 

津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
な
か

っ
た
区
域
の
調
査
は
、
浸
水
被
害
の
あ
っ

た
区
域
の
調
査
後
に
行
わ
れ
る
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
も
修
繕
が
で

き
な
い
の
で
す
が
？ 

Ａ
１ 

住
家
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
修
繕
を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
修
繕
前
の
状
態
の
写
真
を
撮
影
し
、

調
査
に
伺
っ
た
際
に
提
示
願
い
ま
す
。 

Ｑ
２ 

浸
水
被
害
と
地
震
被
害
の
調
査

内
容
に
、
違
い
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ
２ 

基
本
的
に
は
同
じ
で
す
が
、
地
震

被
害
の
調
査
は
、
外
観
だ
け
で
は
判
定
で

き
な
い
の
で
、
内
部
の
損
傷
箇
所
を
見
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

Ｑ
３ 

私
の
家
は
、
屋
根
瓦
が
崩
落
し
、

内
壁
に
亀
裂
が
入
り
ま
し
た
が
、
ど
の
様

な
判
定
に
な
り
ま
す
か
？ 

Ａ
３ 

屋
根
に
つ
い
て
は
、
崩
落
し
た
瓦

の
状
態
と
そ
の
面
積
の
比
率
に
よ
っ
て

損
傷
率
を
算
出
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ

の
損
傷
率
に
家
屋
全
体
に
占
め
る
屋
根

の
部
分
別
構
成
比
で
あ
る
10
％
を
か
け

て
、
屋
根
の
損
傷
割
合
を
求
め
ま
す
。
同

様
に
、
内
壁
も
求
め
た
損
傷
率
に
、
内
壁

の
部
分
別
構
成
比
で
あ
る
15
％
を
か
け

て
、
内
壁
の
損
傷
割
合
を
求
め
、
こ
れ
ら

の
合
計
値
を
そ
の
住
家
の
損
傷
割
合
と

し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
屋
根
の
す
べ
て

と
内
壁
の
す
べ
て
に
損
傷
が
見
ら
れ
た

場
合
で
も
、
合
計
で
25
％
の
損
傷
割
合

に
な
り
、
半
壊
と
判
断
さ
れ
ま
す
。 

問
／
税
務
課 

内
線
１
５
４ 

＜２階建てで１階の内壁に浸水があった場合の計算例＞ 

◆部分別の損害割合 

区分 構成比 ×
損害の
程度

×
1階の床面
積割合

×
階層重
み付け

= 損害割合 損 害 の 程 度 の 内 容

外壁 10% × 100% × 60% × 1.25 = 8% 浸水により仕上材の大半の汚損等が見られる。

内壁 15% × 100% × 60% × 1.25 = 11% 浸水により下地材、パネルの吸水・膨張・不陸が見られる。

床 10% × 75% × 60% × 1.25 = 6% 床下に堆積した汚泥を除去するため、床の一部(床板等)の取り外しが必要である。

柱 20% × 25% × 60% × 1.25 = 4%
塗り壁の各所に仕上げの脱落が生じ、ボード仕上の壁では、目地部にひび割れやずれが生じてい
る。

建具 10% × 25% × 60% × 1.25 = 2% アルミサッシの鍵の破損や開閉が不能となっている。

設備 10% × 100% = 10% 浴室、台所、トイレ、洗面所は再使用が不可能である。

屋根 10% × 0% = 0% 損害なし

天井 5% × 0% = 0% 損害なし

基礎 10% × 10% = 1% 床下に汚泥が堆積している。

合計 100% 42% 　　　　　　大規模半壊

浸水

内壁 15%

基礎 10% 床 10%

柱  20%
天井5%

建具10%

屋根  10%

外壁  10%

設備 10%

◆住家の部分別構成比 
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■
家
庭
ゴ
ミ
（
も
や
せ
る
ご
み
、

も
や
せ
な
い
ご
み
、
粗
大
ご
み
） 

収
集
場
所
／
各
集
積
所 

収
集
日
／
通
常
の
曜
日
と
同
じ 

ご
み
袋
／
指
定
ご
み
袋
以
外 (

段

ボ
ー
ル
な
ど)

で
も
収
集
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
含

む
）
の
資
源
物
は
自
宅
で
保
管
願

い
ま
す
。 

＊
平
成
23
年
度
版
ご
み
カ
レ
ン

ダ
ー
の
配
布
を
中
止
し
て
お
り

ま
す
。 

■
災
害
ゴ
ミ 

分
別
の
仕
方
／ 

①
も
や
せ
る
ご
み
（
木
材
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
、
衣
類
な
ど
） 

②
が
れ
き
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
石

垣
、
瓦
、
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
） 

③
も
や
せ
な
い
ご
み
（
金
属
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
複
合
製
品
な
ど
） 

④
畳
、
⑤
土
砂 

そ
の
他
の
災
害
ご
み
（
テ
レ
ビ

な
ど
）
は
自
宅
で
保
管
願
い
ま
す
。 

収
集
場
所
／
分
別
し
、
自
宅
敷
地

の
前
（
車
や
歩
行
者
に
支
障
の
無

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
） 

期
日
／
特
に
定
め
て
い
ま
せ
ん
。 

収
集
方
法
／
津
波
被
害
を
受
け
た

地
区
か
ら
収
集
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。(

遅
く
な
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
が
、
地
震
の
被
害
を
受

け
た
地
区
も
必
ず
収
集
し
ま
す
） 

＊
①
〜
⑤
の
災
害
ご
み
を
ご
自

身
の
車
で
搬
入
で
き
る
方
は
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に

市
立
第
二
中
学
校
東
側(

多
賀
城

市
南
宮
地
内)

へ
。
家
庭
ご
み
は

対
象
外
で
す
。 

 

学
校
に
近
く
、
車
両
が
頻
繁
に

出
入
り
し
ま
す
の
で
、
大
型
車
両

で
の
搬
入
は
当
面
で
き
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
直
接
搬
入
す
る
場
合
は

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
４ 

■
土
の
う
袋
と
ご
み
袋
の
配
布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地
震
・
津
波
に
よ
り
、
被
災
さ

れ
た
世
帯
に
、
土
の
う
袋
と
ご
み

袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

被
災
者
総
合
相
談
な
ど
で
市

役
所
に
来
庁
の
際
に
は
、
２
階
生

活
環
境
課
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
４ 

 

消
石
灰
を
配
布
し
て
い
ま
す 

 

被
災
後
は
衛
生
状
態
が
悪
く

な
る
こ
と
か
ら
、
床
上
・
床
下
浸

水
等
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
、

消
毒
作
業
が
必
要
で
す
。 

 

市
に
よ
る
消
毒
は
、
災
害
ゴ
ミ

の
撤
去
状
況
な
ど
を
み
て
進
め

る
予
定
で
す
が
、
個
人
で
消
毒
を

行
う
方
に
は
、
消
石
灰
を
一
戸
当

た
り
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

問
／
健
康
課 

内
線
１
３
１ 

悪
質
商
法
に
注
意 

 

震
災
に
関
連
し
た
便
乗
商
法

や
保
証
金
詐
欺
な
ど
の
悪
質
商

法
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
不
安
に
思
う
場
合
は
、

震
災
に
関
連
す
る
悪
質
商
法
１

１
０
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

０
１
２
０
・
２
１
４
・
８
８
８ 

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
） 

開
設
日
時
／
毎
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
も
開
設
） 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
７
〜
２
３
９ 
 

遺
失
物
の
縦
覧
お
よ
び
問
い

合
わ
せ 

 

津
波
で
流
出
し
た
遺
失
物
（
写

真
、
賞
状
等
）
で
市
内
の
捜
索
な

ど
で
発
見
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、

持
ち
主
が
特
定
で
き
て
い
な
い

物
や
持
ち
主
に
ご
連
絡
の
と
れ

な
い
物
を
公
開
し
て
い
ま
す
。 

会
場
／
大
代
地
区
公
民
館 

縦
覧
日
／
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
日 

時
間
／
午
後
１
時
〜
午
後
４
時 

そ
の
他
／
貴
重
品
な
ど
の
遺
失
物

に
つ
い
て
は
、
交
通
防
災
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
／
交
通
防
災
課  

内
線
２
７
２ 

   

市
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

●
東
日
本
大
震
災
対
策
委
員
会

を
発
足
し
、
活
動
し
て
い
ま
す 
 

４
月
４
日
に
設
置
し
た
委
員

会
で
は
、
本
市
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
や
県
に
対
し
、
市
民
生

活
の
再
建
に
向
け
た
要
望
活
動

な
ど
を
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い

き
ま
す
。 

●
市
の
復
興
へ
向
け
、
政
務
調
査

費
お
よ
び
常
任
委
員
会
調
査
旅

費
を
全
額
返
上
へ 

 

市
議
会
で
は
、
市
を
復
興
す
る

財
源
に
充
て
る
た
め
、
今
年
度
の

常
任
委
員
会
な
ど
の
調
査
旅
費

を
全
額
削
減
す
る
と
と
も
に
、
現

任
期
中
の
政
務
調
査
費
（
１
人
当

た
り
月
１
万
５
千
円
）
全
額
を
返

上
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

今
回
捻
出
す
る
復
興
の
財
源

は
、
約
４
８
０
万
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。 

●
議
会
だ
よ
り
発
行
の
延
期 

 

当
分
の
間
、
発
行
を
見
合
わ
せ

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

●
第
２
回
市
議
会
定
例
会
の
開

催 
 

６
月
に
開
催
の
予
定
で
す
が
、

日
程
は
未
定
で
す
。 

問
／
議
会
事
務
局 

内
線
３
１
１
、
３
１
２ 

   

                   

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

町
内
会
、
自
治
会
な
ど
に
よ
る

復
旧
・
復
興
活
動
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
に
よ
る
被
災
者
・
復
興
支
援
の

活
動
拠
点
と
し
て
仮
開
館
し
て

い
ま
す
。 

日
時
／
４
月
11

日
(月)

〜
５
月

31
日
(火)
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
会
議
室
の
利
用
に
制
限
が
あ

り
、
通
常
と
は
異
な
り
ま
す 

通
常
開
館
／
６
月
２
日
(木)
か
ら

会
議
室
利
用
受
付
／
５
月
９
日

(月)
か
ら
（
営
利
企
業
な
ど
利
用
の

場
合
は
、
６
月
２
日
(木)
か
ら
） 

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課 

内
線
２
５
２ 

 

施
設
の
臨
時
休
館

 

次
の
施
設
は
、
避
難
所
利
用
や

震
災
の
被
害
に
よ
り
当
分
の
間

休
館
し
ま
す
。 

文
化
セ
ン
タ
ー
（
市
民
会
館
、
中

央
公
民
館
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
（
多
賀
城
史
遊
館
））、
市

立
図
書
館 

、
山
王
地
区
公
民
館
、

大
代
地
区
公
民
館
、
総
合
体
育

館
、
市
民
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
多
賀
城
公
園
野
球
場
、
中
央

公
園
サ
ッ
カ
ー
場
、
シ
ル
バ
ー
ヘ

ル
ス
プ
ラ
ザ
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
、
老
人
憩
の
家
、
史
都
多
賀
城

観
光
案
内
所
（
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
多
賀

城
駅
内
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
国
府
多

賀
城
駅
北
側
） 
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今
回
の
津
波
に
よ
り
、
多
賀
城

市
の
下
水
道
を
処
理
し
て
い
る

宮
城
県
仙
塩
流
域
下
水
道
処
理

施
設
「
仙
塩
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
が

被
害
を
受
け
、
汚
水
の
処
理
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
施
設
は
、
本
市
の
ほ
か
、

仙
台
市
の
一
部
（
七
北
田
川
の
北

ま
た
は
東
に
位
置
す
る
地
域
）
や

塩
竈
市
、
利
府
町
、
七
ケ
浜
町
の

ト
イ
レ
や
お
風
呂
、
台
所
か
ら
の

生
活
排
水
も
処
理
し
て
い
ま
す
。 

 

市
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚

水
が
あ
ふ
れ
る
の
を
防
止
す
る

た
め
、
や
む
を
得
な
い
処
置
と
し

て
、
下
水
道
水
を
沈
殿
・
消
毒
の

簡
易
処
置
を
し
、
海
や
河
川
へ
放

流
し
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な
海
や

河
川
を
守
る
た
め
に
も
下
水
道

排
水
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。 

問
／
宮
城
県
中
南
部
下
水
道
事

務
所 ０

９
０
・
６
８
５
３
・
０
８
４

１ 
      

                                   

 

 

市
内
の
復
旧
の
状
況
は
、
明
月

地
区
の
一
部
、
宮
内
地
区
、
栄
地

区
の
一
部
を
除
き
４
月
11
日
ま

で
に
通
水
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

ま
だ
通
水
の
開
始
し
て
い
な

い
地
区
は
、
津
波
に
よ
る
被
害
が

大
き
く
、
冠
水
、
道
路
上
の
瓦
礫

な
ど
が
配
水
管
の
仕
切
弁
（
水
を

止
め
る
装
置
）
等
の
操
作
に
支
障

を
来
し
て
お
り
、
瓦
礫
な
ど
の
撤

去
に
合
わ
せ
配
水
管
の
漏
水
調

査
を
行
い
な
が
ら
、
逐
次
通
水
を

開
始
し
ま
す
。 
 

な
お
、
通
水
の
開
始
さ
れ
て
い

る
地
区
で
も
、
水
圧
の
低
下
な
ど

の
事
情
で
、
緊
急
断
水
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆
３
月
分
、
４
月
分
の
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料 

本
市
給
水
区
の
す
べ
て
の
方

を
対
象
に
、
３
月
分
（
２
月
利
用

分
）
の
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
に
つ
い
て
の
納
入
通
知
書
の

発
送
を
４
月
に
延
期
し
、
納
期
限

も
４
月
末
日
（
５
月
２
日
）、
口

座
振
替
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月

26
日
の
引
き
落
と
し
に
延
期
し

ま
す
。
ま
た
、
４
月
分
（
３
月
利

用
分
）
の
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
は
、
全
額
免
除
し
ま
す
。 

問
／
上
水
道
部 

内
線
７
６
６ 

３
６
８
・
３
１
１
１ 

                                   

                                   

！

①トイレについて 
できるかぎり、少量の水で流してください。 
②お風呂について 
浴槽に貯めた水は、道路の側溝への排水やご自宅の庭などへ散水してください。 
③台所について 
食器などの洗い水や米のとぎ汁などは、お風呂と同様に、道路の側溝への排水やご
自宅の庭などへ散水してください。 

 
 
 
 
 

臨時バスなどの運行状況は、ＪＲ仙石線および東北本線の復旧状況やバス会社の状況に応じて、変
更されています。ご利用の際は、事前に運行状況などをご確認ください。 
◆電車 
・ＪＲ仙石線（仙台駅～多賀城駅間）・・・４月中旬復旧見込み 
・ＪＲ東北本線（仙台駅～国府多賀城駅間）・・・４月下旬復旧見込み 
問／ＪＲ東日本 
仙台地区の運転情報案内（テープ） ０１８０－９９２－９９２ 
お問い合わせセンター（列車時刻、運賃・料金など） ０５０－２０１６－１６００ 

◆バス 
・仙台港線の振り替え便（北根三丁目～仙台駅～多賀城駅、各バス停停車便） 
問／宮城交通（株） ０２２－７７１－５３１０ 
・多賀城仙台線（直行便） 
 ＪＲ仙石線（仙台駅～多賀城駅間）の運転再開前日まで運行する予定です。 
・多賀城東部線（ユーアイバス） 
 土曜・日曜日、休日便（一日上下５便ずつ）で毎日運行しています。 
問／市長公室 内線２１２ 
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消
防
、
救
助
、
そ
の
他
災
害
の

発
生
の
防
止
、
生
活
再
建
、
復
興

の
た
め
被
災
車
両
を
移
動
し
て

い
ま
す
。 

◆
市
が
被
災
車
両
な
ど
を
移
動
す
る
場
合 

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き

所
有
者
に
代
わ
っ
て
多
賀
城
市

長
が
移
動
し
、
一
時
保
管
し
ま
す
。

公
有
地
（
道
路
や
水
路
、
公
園
な

ど
）
に
あ
る
車
両
な
ど
を
先
行
し

て
移
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
有

地
に
つ
い
て
は
、
４
月
13
日
か
ら

移
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

■
委
託
業
者 

㈱
ヨ
シ
ム
ラ
（
多
賀
城
市
役
所
４

階 

道
路
公
園
課
内) 

問
／ ０

９
０
・
７
５
２
２
・
８
４
６

４ 

０
９
０
・
９
６
３
５
・
２
１
３

６ ■
車
両
等
の
保
管 

移
動
し
た
車
両
に
つ
い
て
は
、

市
が
用
意
し
た
保
管
場
所
で
一

時
保
管
し
て
い
ま
す
。 

被
災
車
両
一
覧
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
市
役
所
へ
の
掲
示
）
に
よ

り
車
両
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
の
う
え
、
車
両
の
引
き

取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。 
 

    

■
保
管
場
所
へ
の
入
場 

入
場
許
可
を
受
け
る
方
の
身

分
証
明
書
を
持
参
の
う
え
、
市
役

所
４
階
道
路
公
園
課
内
(株)
ヨ
シ

ム
ラ
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

入
場
許
可
書
が
な
い
方
は
、
保

管
場
所
へ
の
入
場
が
で
き
ま
せ

ん
。 

■
入
場
許
可
書
発
行
時
間 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時 

月
曜
日
〜
土
曜
日
（
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
） 

■
入
場
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

月
曜
日
〜
土
曜
日
（
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
） 

■
保
管
後
の
取
り
扱
い 

移
動
し
た
車
両
の
番
号
な
ど

が
確
認
で
き
た
も
の
か
ら
、
公
表

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
庁

舎
）
し
て
い
ま
す
。 

所
有
者
な
ど
の
確
認
が
で
き

た
車
両
か
ら
、
車
検
証
の
住
所
へ

通
知
を
し
ま
す
。 

保
管
開
始
の
公
示
か
ら
一
定

期
間
保
管
後
、
所
有
者
へ
返
還
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
車
両

に
つ
い
て
は
、
職
権
抹
消
手
続
き

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

■
諸
手
続
な
ど 

車
両
返
還
後
の
諸
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
各
自
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
委
託
業
者
（
(株)
ヨ
シ

ム
ラ
）
で
も
手
続
き
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

問
／
道
路
公
園
課 

 

内
線
４
３
１
〜
４
３
８ 

                
私
有
地
内
の
が
れ
き
等
の
撤
去
と

車
の
移
動
経
費 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

個
人
が
業
者
な
ど
に
依
頼
し

た
処
理
経
費
に
つ
い
て
、
公
費
負

担
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

後
日
、
明
ら
か
に
災
害
ご
み
と
認

定
で
き
る
被
災
し
た
状
況
写
真
、

適
正
な
処
理
金
額
を
判
断
す
る

た
め
の
「
領
収
書
・
見
積
書
」
な

ど
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い

よ
う
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
４ 

    

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
納

付
書
発
送
な
ど 

 

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
を

普
通
徴
収
に
よ
り
納
付
さ
れ
て

い
る
方
は
、
当
分
の
間
、
通
知
書

な
ど
の
発
送
を
見
送
っ
て
い
ま

す
。
特
別
徴
収
の
方
は
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
る
地
区
の
み

の
中
止
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
す

べ
て
の
地
区
の
皆
さ
ま
に
引
き

続
き
特
別
徴
収
で
納
付
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の

減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が

決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

問
／
国
保
年
金
課 

内
線
１
２
４
〜
１
２
６ 

介
護
福
祉
課 

内
線
６
６
１
〜
６
６
３ 

 

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請 

 

３
月
下
旬
よ
り
申
請
受
付
予

定
だ
っ
た
１
月
診
療
分
の
高
額

療
養
費
に
つ
い
て
は
、
２
月
診
療

分
と
合
わ
せ
て
、
４
月
下
旬
に
対 

象
と
な
る
方
へ
、
ハ
ガ
キ
で
お
知 

    

ら
せ
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
内
容 

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
／
国
保
年
金
課 

内
線
１
２
１
〜
１
２
３ 

 

国
民
健
康
保
険
脳
検
診
助
成
事
業 

 

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
、
多

賀
城
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
で
次
の
生
年
月

日
の
方
を
対
象
に
脳
検
診
（
脳
ド

ッ
ク
）
へ
の
助
成
を
実
施
し
ま
す
。 

◆脳検診助成対象者

年齢 誕生日

４０歳 昭和４６年４月２日から昭和４７年４月１日まで

４５歳 昭和４１年４月２日から昭和４２年４月１日まで

５０歳 昭和３６年４月２日から昭和３７年４月１日まで

５５歳 昭和３１年４月２日から昭和３２年４月１日まで

６０歳 昭和２６年４月２日から昭和２７年４月１日まで

６５歳 昭和２１年４月２日から昭和２２年４月１日まで

７０歳 昭和１６年４月２日から昭和１７年４月１日まで 

 

な
お
、
助
成
対
象
者
の
方
に
は

ご
案
内
の
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。 

問
／
国
保
年
金
課 

内
線
１
２
１
〜
１
２
６ 
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国
民
年
金
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま

す 
 

平
成
23
年
４
月
分
よ
り
国
民

年
金
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。 

◆平成２３年度　国民年金保険料額（月額）

定　　　　額 １５，０２０円

定額＋付加保険料 １５，４２０円

◆保険料の一部が免除されている場合

４分の３免除（４分の１納付） 　３，７６０円

半額免除（半額納付） 　７，５１０円

４分の１免除（４分の３納付） １１，２７０円 

 

各
月
の
保
険
料
は
納
付
期
限

（
翌
月
末
日
）
ま
で
に
納
め
ま
し

ょ
う
。 

＊
一
部
免
除
に
該
当
し
て
い
る

方
は
、
４
月
に
４
〜
６
月
分
の
納

付
書
が
送
付
さ
れ
、
７
月
に
７
月

以
降
の
定
額
の
納
付
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。 

＊
次
の
よ
う
な
方
に
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。 

・
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方 

・
全
額
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予

に
該
当
し
て
い
る
方 

＊
支
払
い
方
法
に
よ
っ
て
割
引

に
な
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。 

 

前
納
と
毎
月
納
付
で
は
保
険

料
の
額
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

                

前
納
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で

き
な
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。 

問
／
仙
台
東
年
金
事
務
所
国
民

年
金
業
務
課 

２
５
７
・
６
１
１
５ 
 

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方
へ

(

平
成
23
年
４
月
か
ら
子
の
加
算

制
度
が
変
わ
り
ま
す) 

 

今
ま
で
は
、
障
害
年
金
を
受
け

る
権
利
が
発
生
し
た
時
点
で
、
要

件
を
満
た
す
子
が
い
た
場
合
に

も
一
定
額
が
加
算
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
、

障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発

生
し
た
後
に
、
子
の
出
生
な
ど
に

よ
っ
て
要
件
を
満
た
す
こ
と
と

な
っ
た
場
合
に
も
一
定
額
が
加

算
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

問
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５ 

 

平
成
23
年
度
狂
犬
病
集
合
注
射

の
延
期 

 

今
年
度
の
狂
犬
病
集
合
注
射

は
、
地
震
・
津
波
の
影
響
に
よ
り

延
期
し
ま
し
た
。 

 

今
後
の
日
程
お
よ
び
場
所
に

つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 
 

な
お
、
個
人
で
、
動
物
病
院
で

予
防
注
射
を
接
種
す
る
場
合
は
、

事
前
に
病
院
に
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。 

問
／
生
活
環
境
課 

内
線
２
３
４
〜
２
３
６ 

 
橋
り
ょ
う
の
通
行
止
め
な
ど 

 

高
橋
こ
線
橋
（
山
王
陸
橋
）
お

よ
び
田
子
大
橋
が
、
今
回
の
震
災

に
よ
り
通
行
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
復
旧
の
見
通

し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
迂
回

な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 

ま
た
、
地
震
に
よ
る
市
道
の
陥

没
や
段
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
余

震
な
ど
に
よ
り
路
面
状
況
が

日
々
悪
化
し
て
い
る
個
所
も
あ

り
ま
す
の
で
、
道
路
を
通
行
す
る

際
は
十
分
注
意
し
て
走
行
願
い

ま
す
。 

＊
市
で
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
点
検
、
修
繕
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
陥
没
な
ど
を
発
見
し

た
場
合
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。 

問
／
道
路
公
園
課 

内
線
４
３
４
、
４
３
５ 

 

事
業
休
止
の
お
知
ら
せ 

 

先
の
大
地
震
に
よ
り
、
文
化
セ

ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
な
ど
の
生

涯
学
習
関
連
施
設
が
被
災
し
、
ま

た
、
一
部
を
避
難
所
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
施
設
の
災

害
復
旧
や
被
災
者
支
援
に
重
点

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
次
の
生
涯
学
習
課

関
係
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
度
に
限
り
休
止
し
ま
す
。 

(1)
生
涯
学
習
活
動
費
補
助
金 

 

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
全
国
大

会
へ
の
出
場
に
対
し
、
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。 

(2)
社
会
教
育
振
興
事
業
補
助
金 

各
行
政
区
が
行
う
社
会
教
育

事
業
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

平
成
23
年
度
は
社
会
教
育
振
興

員
の
委
嘱
は
行
い
ま
せ
ん
。 

(3)
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 

行
政
区
な
ど
の
単
位
で
チ
ー

ム
を
編
成
し
て
行
う
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
な
ど
９
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成

23
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
員
の

委
嘱
は
行
い
ま
せ
ん
。 

問
／
生
涯
学
習
課 

内
線
５
４
１
〜
５
４
２ 

                            

お詫びと訂正 

東北地方太平洋沖地震災害情報第３号「つながろう！多賀城」の内容に誤

りがありました。次のとおり訂正してお詫びいたします。 

◆前納による割引

各月分納付書を使用 前納納付書を使用

１年分 １８０，２４０円
 １７７，０４０円
（３２００円の割引）

６カ月分 ９０，１２０円
　　 ８９，３９０円
（７３０円の割引）

ページ 記事 個所 正 誤

4ページ 被災した車両等の撤去について
市が被災車両等を撤去する場合
の委託業者　(株)ヨシムラの電話
番号

090-7522-8464 090-7552-9464

5ページ
子ども・学校・保育所等のお知らせ中の
「里親家庭が一時的に子どもをお預かり
します」

今回の震災で被害を受けた子ども
の年齢

0～18歳 0～8歳
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◆市立小中学校の始業式・入学式◆
平成２３年４月２１日（木）に各学校で行います。 
小学校入学式の開始時間は午後０時４５分、中学校入学式の開始時間は午後２時４５分です。 

◆留守家庭児童学級◆ 
４月２０日（水）までの利用時間は、午前８時３０分から午後５時までです。弁当と飲み物を持参
してください。 
４月２１日（木）から通常保育（午後６時まで預かり）を行う予定です。余震が心配されますので、
保護者の方の早めのお迎えをお願いします。 
また、平成２３年度の留守家庭児童学級利用承認通知書を各ご家庭に郵送いたしました。郵便物の
確認ができない場合は、こども福祉課（内線１８３、１８４）までお問い合わせください。 

◆保育所（園）◆ 
 市立保育所、認可保育所（園）ともに通常保育を行っています。 

 下馬みどり保育園は、市民活動サポートセンターで保育を行っています。 

  認可外保育園のうち、クローバー保育園（おおぞら保育園に改称）は、太陽の 

家で保育を行っています。 

 なお、明月託児所およびちびっこランドジャスコ多賀城園は、現在休園中です。 

◆保育料および留守家庭児童学級利用料などの減免◆ 
 平成２３年３月分の保育料、延長保育料および留守家庭児童学級利用料については、それぞれ２分
の１の額に減額します。 

 また、平成２３年度の保育料、延長保育料および留守家庭児童学級利用料についても、被害の程度

に応じて減免を行う予定です。詳細については決定次第お知らせします。 

◆おむつ、ミルク、おしり拭きなどの配布◆ 
 乳幼児がいるご家庭で、おむつ、ミルク、おしり拭き、離乳食が必要な方は、市役所のほか、次の
保育所でも配布していますので、ご利用ください。 
 鶴ケ谷保育所、笠神保育所、志引保育所、八幡保育所、あかね保育所および浮島保育所 
 なお、配布期間は、４月下旬まで（日曜日・祝日を除く）の午前９時から午後５時までです。 
 事前におむつのサイズや種類などを各保育所にお確かめの上、ご利用ください。 
問／鶴ケ谷保育所 ３６３－１８５６     笠神保育所 ３６５－６９６２ 
志引保育所  ３６８－９８８７     八幡保育所 ３６７－５２００ 
あかね保育所 ３６８－９１５４     浮島保育所 ３６８－０４４０ 

◆ファミリーサポート事業協力会員◆ 
事業内容／生後２カ月～小学校６年生までのお子さんを、自宅で預かったり、保育所などへの送迎を
する有償ボランティア活動です。 
報酬／１時間あたり６００円（時間帯により７００円）。利用会員が直接、協力会員に支払います。
対象／市内在住で、事業を理解し熱意のある２０歳以上の方 
※新規協力会員の講習会を５月１０日（火）、１１日（水）に行います。いずれも午前９時３０分～
正午 
事前に入会登録が必要です。 
申込・問／ファミリーサポート事務局（子育てサポートセンター内） ３８９－２１８１ 

【こころの健康相談電話・ホットライン(県精神保健福祉センター）】

 平日、土曜・日曜、祝日の次の時間帯で受け付けしています。

午前６時～午前９時  ０２２９－２３－３７０３ 

午前９時～午後５時  ０２２９－２３－０３０２ 

午後５時～午前２時  ０２２９－２３－３７０３ 
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会場は、鶴ヶ谷児童館。問い合わせは同館へ直接

または電話で。     ３６２・０７６３ 

会場は、西部児童センター。問い合わせは同セン

ターへ直接または電話で。(対象者は市内居住者に

限ります)        ３６８・４１４２

費用はすべて無料。会場はすべて子育てサポート

センター。 

子育てサポートセンターおよびファミリーサポー

ト事業は、4 月 4 日（月）から通常どおり再開し

ています。  ３８９・２１８０ 

乳幼児健診・予防接種などは予定通り実施しています。個別通知などで日程を確認してください。 

なお、通知が届かない方はお問い合わせください。 

ホームページや携帯サイトでも日程などをご案内しています。 

なお、健康づくりカレンダーは、震災のため、配布を延期しています。 
問／健康課 内線１３５、１３６

イベント名 対象・定員 申し込み 費用

チャレンジ教室１
ニュースポーツに
チャレンジ！

4月
27日
（水）

15:00
～
16:00

小学生 不要 無料

日時

イベント名 対象・定員 申し込み

双子ちゃん集
まれ
ふれあい遊び
フリートーク

４月
26日
(火)

10：15
～
11：15

未就学児の双子・
三つ子と保護者10
組

4月12日(火)
午前9時から

すくすくハッ
ピー１
ふれあい遊び
子育てについて
の情報提供
フリートーク

5月
17日
(火）

10:15
～
11:30

H22.10月～Ｈ
23.1月生まれの乳
児と保護者20組
（申込多数の場合
は新規の方優先）

4月28日(木)
午前9時から

すくすくハッ
ピー２
袋　浩子氏によ
るわらべうた遊
びフリートーク

5月
18日
(水）

10:15
～
11:30

Ｈ22.5月～9月生
まれの乳児と保護
者20組（申込多数
の場合は新規の
方優先）

4月28日(木)
午前9時から

プレママ
子育てサポート
センターの紹介
先輩ママ、赤
ちゃんとのふれ
あい
フリートーク

5月
24日
(火)

10：15
～
11：30

妊娠6か月以降の
方（安定している
方）

5月9日(月)
午前9時から

日時

母子健康手帳交付 ＢＣＧ ３～４か月児健診 １歳６か月児健診 ２歳６か月児歯科健診 ３歳児健診

会場

受付時間 10:00～10:30 9:30～10:00 12:10～12:30 12:10～12:30 9:30～9:50 12:10～12:30

2日(月) 20日（金） 13日(金) 17日(火) 31日(火) 19日(木)

9日(月)

16日(月)

23日(月) 30日(月) 27日(金) 26日(木)

30日(月)
（H23.1.16
～1.25）

（H21.10.25
～11.8）

（H19.10.23
～11.4）

※（　　）内は対象生年月日です

母子健康センター

（H19.10.10
～10.22）

（H20.10.5
～10.29）

（H23.1.13
～2.20）

日付

（H22.12.25～
H23.1.15）

（H21.10.13
～10.24）

イ　ベ　ン　ト　名 対象・定員 申し込み 費用

みんなあつまれ
児童館
おたのしみ・作る・
ゲームの各コー
ナー、出店もあり
ます。
＊できるだけ徒歩
でご来館くださ
い。（雨天決行）

5月
14日
（土）

 9:30
～
11:30

市内に住ん
でいる方
（ただし、幼
児の場合
は、保護者
同伴）

不要 一部有料

日　　時
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 水道の復旧工事をはじめ医療救援など、全国

各地の皆さんから人的援助、救援物資、励まし

のメッセージなどが届いています。 

 本当にありがとうございます。 

 ご支援いただいた方のお名前は、後日紹介し

ます。 

平
成
23
年
４
月
18
日
発
行 

編
集
と
発
行 

多
賀
城
市
総
務
部
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課 

多
賀
城
市
役
所
〒
985-

８
５
３
１  

多
賀
城
市
中
央
二
丁
目
１
番
１
号  

０
２
２-

３
６
８-

１
１
４
１
(代) 

広
報
多
賀
城
５
月
号
は
お
休
み
し
ま
す
。 

今
後
の
広
報
誌
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ご支援をいただいた皆さんに支えられて 

 

多賀城市公式ホームページ 
災害に関する情報を随時更新中！！まずは下記アドレスにアクセス 
http://www.city.tagajo.miyagi.jp/ 
 
多賀城市公式携帯サイトも要チェック 
http://www.city.tagajo.miyagi.jp/m/ 

 
地震情報の発行について 
 東日本大震災後、多賀城市の地震情報第１号（３月１７日発行）を、避難所や市内の掲示板などに掲示
するほか、地区に回覧などをお願いしました。 
 第２号（３月２３日発行）は、朝日・河北・産経・毎日・読売各新聞販売所のご厚意により新聞折込を
行った他、避難所やスーパーに掲示させていただきました。 
 第３号「つながろう！多賀城」（３月３０日発行）は、配布可能な地区には、行政区長を通して各世帯に
配布し、被害の大きかった地区には高校生ボランティアが配布を行ってくれました。 
 情報が各世帯に行き届かずご迷惑をおかけしたことをお詫びいたしますとともに、災害後の混乱した中、
配布にご協力をいただいた皆さまには感謝申し上げます。 
 また、市外に避難されている方には、ホームページをご覧いただくか、お問い合わせいただくようぜひ
お伝えください。       問／地域コミュニティ課 内線２５４ 

多賀城市公式携帯サイトＱＲコード 

▲塩釜青年会議所のみなさん 

▲みどりの会（山形）のみなさん 

▲陸上自衛隊第１５後方支援隊補給中隊（沖縄）のみなさん

▲東静電気(伊豆の国市)のみなさんの洗濯支援

▲秋田県、岐阜県、愛知県のみなさん

＊県政だより５月号は県から直接、配布されます。問／宮城県・広報課 ２１１・２２８３


